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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年3月31日(2011.3.31)

【公表番号】特表2010-520337(P2010-520337A)
【公表日】平成22年6月10日(2010.6.10)
【年通号数】公開・登録公報2010-023
【出願番号】特願2009-552084(P2009-552084)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  11/80     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/64     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/54     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/88     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/65     (2006.01)
   Ｈ０１Ｊ  61/44     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ  11/80    ＣＰＰ　
   Ｃ０９Ｋ  11/08    　　　Ｇ
   Ｃ０９Ｋ  11/64    ＣＱＦ　
   Ｃ０９Ｋ  11/54    ＣＰＢ　
   Ｃ０９Ｋ  11/88    ＣＰＡ　
   Ｃ０９Ｋ  11/65    　　　　
   Ｈ０１Ｊ  61/44    　　　Ｎ

【手続補正書】
【提出日】平成23年2月10日(2011.2.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガーネット構造を有する蛍光体であって、式ＩＩ～ＩＶ：
（Ｙ１－ｘ－ｙＣｅｘＳｂｙ）３Ａｌ５Ｏ１２、式中０．００５≦ｘ≦０．１および０．
００１≦ｙ≦０．００５　　　　（ＩＩ）
（Ｙ１－ｘ－ｙＣｅｘＢｉｙ）３Ａｌ５Ｏ１２、式中０．００５≦ｘ≦０．１および０．
００１≦ｙ≦０．００５　　　　　（ＩＩＩ）
（Ｙ１－ｘ－ｙＣｅｘＴｈｙ）３Ａｌ５Ｏ１２、式中０．００５≦ｘ≦０．１および０．
００１≦ｙ≦０．００５　　　　　（ＩＶ）
で表される化合物から選択される化合物であることを特徴とする、前記蛍光体。
【請求項２】
　ＳｉＯ２、ＴｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、ＺｎＯ、ＺｒＯ２および／またはＹ２Ｏ３もしくは
これらの混合酸化物のナノ粒子または蛍光体組成物を含む粒子を担持する表面を有するこ
とを特徴とする、請求項１に記載の蛍光体。
【請求項３】
　ＳｉＯ２、ＴｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、ＺｎＯ、ＺｒＯ２および／またはＹ２Ｏ３またはこ
れらの混合酸化物からなる連続的表面コーティングを有することを特徴とする、請求項１
または２に記載の蛍光体。
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【請求項４】
　ＳｉＯ２、ＴｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、ＺｎＯ、ＺｒＯ２および／またはＹ２Ｏ３またはこ
れらの混合酸化物または蛍光体組成物からなる多孔性表面コーティングを有することを特
徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記載の蛍光体。
【請求項５】
　表面が、好ましくはエポキシまたはシリコーン樹脂からなる、周囲との化学結合を促進
する官能基を担持することを特徴とする、請求項１～４のいずれか一項に記載の蛍光体。
【請求項６】
　アルミニウム、イットリウムおよびセリウム含有出発物質と、少なくとも１種のＳｂ、
Ｂｉおよび／またはＴｈ含有同時ドーパントとを、湿式化学的方法により混合し、その後
熱処理することにより得られる、請求項１～５のいずれか一項に記載の蛍光体。
【請求項７】
　式ＩI～ＩＶで表されるガーネット構造を有する蛍光体の製造方法であって、以下のプ
ロセス段階：
ａ）アンチモン、ビスマスおよび／またはトリウム含有物質で同時ドープされたセリウム
活性化蛍光体を、蛍光体前駆体懸濁液または溶液から、Ｙ含有物質、Ａｌ含有物質、およ
びＣｅ含有物質から選択される少なくとも３種の出発物質を湿式化学的方法により混合す
ることによって調製すること、
ｂ）アンチモン、ビスマス、イリジウムおよび／またはトリウムで同時ドープされた蛍光
体を熱後処理すること
を有する、前記方法。
【請求項８】
　蛍光体前駆体を、段階ａ）において、ゾル－ゲル法、沈殿法および／または乾燥法、好
ましくは噴霧乾燥により、有機および／または無機金属および／または希土類元素塩から
湿式化学的方法により調製することを特徴とする、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　蛍光体の表面が、ＳｉＯ２、ＴｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、ＺｎＯ、ＺｒＯ２および／または
Ｙ２Ｏ３もしくはこれらの混合酸化物のナノ粒子または蛍光体組成物のナノ粒子で被覆さ
れていることを特徴とする、請求項７または８に記載の方法。
【請求項１０】
　蛍光体の表面が、ＳｉＯ２、ＴｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、ＺｎＯ、ＺｒＯ２および／または
Ｙ２Ｏ３またはこれらの混合酸化物の連続的コーティングを備えることを特徴とする、請
求項７または８に記載の方法。
【請求項１１】
　蛍光体の表面が、ＳｉＯ２、ＴｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、ＺｎＯ、ＺｒＯ２および／または
Ｙ２Ｏ３またはこれらの混合酸化物または蛍光体組成物の多孔性コーティングを備えるこ
とを特徴とする、請求項７または８に記載の方法。
【請求項１２】
　発光極大が４１０ｎｍ～５３０ｎｍ、好ましくは４３０ｎｍ～５００ｎｍの範囲内にあ
る少なくとも１種の一次光源を有する照明ユニットであって、この放射が、請求項１～６
のいずれか一項に記載の蛍光体によってより長い波長の放射に部分的に、または完全に変
換される、前記照明ユニット。
【請求項１３】
　一次光源が、ルミネッセンス性の窒化インジウムアルミニウムガリウム、特に式Ｉｎｉ

ＧａｊＡｌｋＮで表され、式中０≦ｉ、０≦ｊ、０≦ｋ、およびｉ＋ｊ＋ｋ＝１であるも
のであることを特徴とする、請求項１５に記載の照明ユニット。
【請求項１４】
　一次光源が、ＺｎＯ、ＴＣＯ（透明伝導性酸化物）、ＺｎＳｅもしくはＳｉＣをベース
とするルミネッセンス化合物であることを特徴とする、請求項１２に記載の照明ユニット
。
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【請求項１５】
　一次光源が、有機発光層をベースとする材料であることを特徴とする、請求項１２に記
載の照明ユニット。
【請求項１６】
　一次光源が、エレクトロルミネッセンスおよび／またはフォトルミネッセンスを示す光
源であることを特徴とする、請求項１２に記載の照明ユニット。
【請求項１７】
　一次光源が、プラズマまたは放電源であることを特徴とする、請求項１２１５に記載の
照明ユニット。
【請求項１８】
　蛍光体を、一次光源上に直接配置するか、および／またはこれから遠隔に配置すること
を特徴とする、請求項１２～１７のいずれか一項に記載の照明ユニット。
【請求項１９】
　蛍光体と一次光源との間の光学的結合が、光伝導性の配置により達成されることを特徴
とする、請求項１２～１８のいずれか一項に記載の照明ユニット。
【請求項２０】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の蛍光体のうち、少なくとも１種の蛍光体の、発光
ダイオードからの青色または近ＵＶ発光を部分的に、または完全に変換するための変換蛍
光体としての使用。
【請求項２１】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の蛍光体のうち、少なくとも１種の蛍光体の、カラ
ーオンデマンド概念によって一次放射を特定の色点に変換するための変換蛍光体としての
使用。
【請求項２２】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の蛍光体のうち、少なくとも１種の蛍光体の、青色
または近ＵＶ発光を可視白色放射に変換するための使用。
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